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１．民間協働推進計画はどのようにまとめられたの？ 

２．民間組織・団体等をとりまく状況は？ 

３．民間組織・団体等による健康福祉のまちづくりのすがたは？

４．民間組織・団体等はどんな取り組みをするの？ 

 

第２章

民間組織・団体等による

健康福祉のまちづくり

(民間協働推進計画)

民間協働推進計画 
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民間協働推進計画はどのようにまとめられたの？

第２章 民間組織・団体等における健康福祉の 
まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

今後、社会構造の変化から、サービスを利用する方々も多くなり、また、必要なサー

ビスもさらに多様化していくことが予想されます。ここでは、こうした状況の変化に対

応していくために、第１章の「身近な地域で健康福祉のまちづくり」にくわえて、福祉

に関わる民間組織・団体等が、解決困難な悩みを共有し協働することで、現在取り組ん

でいること、今後新たに取り組んでいきたいことの方向と可能性を明らかにします。 

 

 

 

 

計画づくりにあたり、市内のボランティアグループ・ＮＰＯ法人、福祉事業者、セル

フヘルプグループ（当事者団体）、医療機関ソーシャルワーカー、企業、商店会の５８２

の団体を対象に、「民間活動に関する地域の健康福祉活動調査」を行い、２５０の団体か

ら回答をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 民民 間間 協協 働働 推推 進進 計計 画画 のの ねね らら いい はは ？？   

協協 働働 かか らら 、、有有 機機 的的 にに つつ なな がが るる 方方 向向 とと 可可 能能 性性 をを 明明 らら かか にに しし まま すす 。。

民間協働推進計画 

 どど うう やや っっ てて 意意 見見 をを 集集 めめ たた のの ？？   

市市 内内 でで 活活 動動 すす るる ５５ ８８ ２２ のの 団団 体体 にに 調調 査査 でで 意意 見見 をを 伺伺 いい まま しし たた 。。   

調査の目的は？ 
○独自に展開している事業・活動の

現状と課題を共有 
○今後どんな役割を地域で担おう

と考えているのか情報を共有 
○市社協が支援できる事柄の明確

化 

調査で聞いたことは？ 
○今、何に取り組んでいるか 
○これから、何に取り組もうとして

いるか 
○活動を通して何を目指しているか 
○何に困っているか 
○市社協に何を期待しているか  
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民間協働推進計画 
策定までの流れ 

 
 
 
 
 

協働 

 

 

 

 

 

 

地域健康福祉活動計画(民間計画)の策定に向けて、市

内で健康福祉に関する活動をしている団体に対して「民

間活動に関する地域の健康福祉活動調査」を行い、意見

をいただきました。 

集計分析の中で、いただいた意見の中でも、特に、「民

間組織・団体等が何に困っているか」「民間組織・団体等

が市社協へ何を期待しているか」「その他の意見」をもと

に、協働によりいかに “だれもが、その人らしく、住み

慣れた地域でいきいきと暮らせるまち 柏”の実現が可

能になるか検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①民間活動に関する 

地域健康福祉活動調査

③目標とプラットフォー

ムの検討 

④市社協の取り組みの検

討 

計画づくりは、市社協、特定非営利

活動法人日本環境倶楽部、計画策定

委員会の協働の中で、それぞれがも

っている知識、情報、技術を出し合

いながらすすめていきました。 

 

特定非営利活動法人

日本環境

倶楽部 

 

市 社 協 

計画づくりの体制 

 
民民間間協協働働推推進進計計画画ははどどののよよううににととりりままととめめらられれたたのの？？  

調調 査査 でで 集集 めめ たた 意意 見見 をを ププ ララ ッッ トト フフ ォォ ーー ムム のの テテ ーー ママ にに まま とと めめ まま しし たた 。。   

民間協働推進計画 

②集計分析 

計画策定 

委 員 会 
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市内で健康福祉活動をしている民間組織・団体等の活動分野は、多岐にわたります。

「高齢者福祉」「障がい者福祉」をはじめとした福祉分野の他にも「教育・生涯学習指導」

「まちづくり」「職業能力の開発又は雇用機会の拡充」などにも取り組んでいます。 

今、民間団体・グループが取り組んでいる活動分野 (単位：件数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位 人と人とのつながりを大切

にするまち 
５１％ 

２位 安心して健康福祉サービス

を利用できるまち 
３２％ 

３位 安心して住み続けられるま

ち 
１７％ 

４位 一人ひとりが可能性を十分

に活かせるまち 
１５％ 

５位 子どもが健やかに成長でき

るまち 
１５％ 

１位 サービスの提供 ５１％ 

２位 親睦交流 ３２％ 

３位 社会一般に関する啓発 １７％ 

４位 資金や物資の援助 １５％ 

５位 相談活動等 １５％ 

 今今 、、民民 間間 組組 織織・・団団 体体 等等 はは 何何 にに 取取 りり 組組 んん でで いい るる のの ？？

福福 祉祉 、、 健健 康康 、、 医医 療療 をを 超超 ええ てて 幅幅 広広 いい 分分 野野 でで 活活 動動 しし てて いい まま すす 。。   

民間協働推進計画 

今、民間組織・団体等はどのように取り

組んでいるか（複数回答可） 
今、民間組織・団体等は活動を通して何

を目指しているか（複数回答可） 

民間組織・団体等をとりまく状況は？ ２ 
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「高齢者福祉」「障がい者福祉」以外では、「防災・災害時の救援」をはじめとして「ま

ちづくり」「職業能力の開発又は雇用機会の拡充」「青少年育成」など、保健・医療・福

祉以外の分野にも関心が高まっています。 

これから、取り組みたいとする活動分野（単位：件数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１位 安心して住み続けられるま

ち 
４２％ 

２位 安心して健康福祉サービス

を利用できるまち 
２８％ 

３位 人と人とのつながりを大切

にするまち 
２６％ 

４位 社会状況の変化に対応し安

心で安全な生活を守るまち 
１２％ 

５位 一人ひとりが可能性を十分

に活かせるまち 
１０％ 

１位 サービスの提供 ３５％ 

２位 社会一般に関する啓発 ２１％ 

３位 親睦交流 １８％ 

４位 資料・情報の収集や提供 １５％ 

５位 相談活動等 １３％ 

 ここれれかからら、、民民間間組組織織・・団団体体等等はは何何にに取取りり組組ももううととししてていいるるのの？？

防防 災災 なな どど 新新 たた なな 取取 りり 組組 みみ にに もも 関関 心心 がが 高高 まま っっ てて いい まま すす 。。   

これから、民間組織・団体等はどのよう

に取り組んでいるか（複数回答可） 
これから、民間組織・団体等は活動を通

して何を目指しているか（複数回答可） 
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 民民間間組組織織・・団団体体等等はは何何にに困困っってていいるるかか？？  

多多 くく のの 団団 体体 がが 担担 いい 手手 やや ニニ ーー ズズ 把把 握握 にに つつ いい てて 困困 っっ てて いい まま すす 。。   

 民民 間間 組組 織織・・団団 体体 等等 はは 市市 社社 協協 にに 何何 をを 期期 待待 しし てて いい るる かか ？？

ボボ ララ ンン テテ ィィ アア 活活 動動 振振 興興 をを はは じじ めめ 多多 様様 なな 活活 動動 にに 期期 待待 ささ れれ てて いい まま すす 。。

民間協働推進計画 

（単位：件数） 

市社協への期待（単位：件数） 
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（単位：件数） 
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民間組織・団体等による健康福祉のまちづくり

のすがたは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 課題の共有        （プラットフォーム 13） 

☆ 災害時に向けての取り組み （プラットフォーム 14） 

☆ 社会への提言・意見交換  （プラットフォーム 15） 

☆ 身近な生活圏域の充実   （プラットフォーム 16） 

☆ ニーズと担い手の情報共有 （プラットフォーム 17） 

☆ 地域の一員としての参加      （プラットフォーム８）

☆ ボランティアの協力を得て活動の充実（プラットフォーム９）

☆ 見守り体制のネットワーク化    （プラットフォーム10）

☆ 活動の周知            （プラットフォーム11）

☆ 予防の視点に基づく取り組み    （プラットフォーム12）

☆ 情報交流・共有          （プラットフォーム１）

☆ 相談支援体制のネットワーク化   （プラットフォーム２）

☆ 余裕スペースの健康福祉活動への開放（プラットフォーム３）

☆ 研修の実施            （プラットフォーム４）

☆ シニアパワーの活躍の場づくり   （プラットフォーム５）

☆ 福祉教育の推進          （プラットフォーム６）

☆ 企業との連携の推進  （プラットフォーム７） 

３ 

計画の目標 

 

健康福祉を担う 

「ひとづくり」 

「しくみづくり」 

をすすめます 

目標１ 

 

みんなで 

健康づくりと 

生活の自立を 

目指します 

目標２ 

 

新たな 

健康福祉の 

課題に 

取り組みます 

目標３ 

プラットフォームのテーマ 

 ここれれかかららのの民民間間組組織織・・団団体体等等ににおおけけるる健健康康福福祉祉活活動動はは？？

地地 域域 健健 康康 福福 祉祉 活活 動動 計計 画画 （（ 民民 間間 計計 画画 ）） のの ３３ つつ のの 目目 標標 にに 向向 かか っっ てて 、、

民民 間間 組組 織織 ・・ 団団 体体 等等 でで はは 次次 のの よよ うう にに 協協 働働 のの 可可 能能 性性 やや 方方 向向 性性 をを 探探 っっ

てて いい きき まま すす 。。   

民間協働推進計画 
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ここでは目標を達成する方向を、１７の「プラットフォームのテーマ」として示して

います。 

なぜなら、みなさんが、それぞれで今「困っていること・・・」を解決するために集

まればその場は一つのプラットフォームとなり、そこから新たな「協働」が生まれる可

能性があるからです。 

なお、次ページの「民間組織・団体等はどんな取り組みをするの？」では、プラット

フォームから生まれる「協働」の可能性を具体的に示しています。あわせて、協働を支

援する「市社協ができること・・・」を示しています。 

 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 目目 標標 達達 成成 のの たた めめ にに どど うう すす るる のの ？？   

「「 ププ ララ ッッ トト フフ ォォ ーー ムム のの テテ ーー ママ 」」 をを 定定 めめ 、、 新新 たた なな 協協 働働 をを 生生 みみ 出出

しし まま すす 。。   

民間協働推進計画 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●みんなで、なにか方法を一緒に探る 
ことで新たな協働がさらに広がる 

プラットフォームは、自由なものです。
いろいろなプラットフォームを一緒につくっていきましょう。 

さまざまな悩み・・・ 
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☆ 情報交流・共有            （プラットフォーム１） 

 

☆ 相談支援体制のネットワーク化     （プラットフォーム２） 

 

☆ 余裕スペースの健康福祉活動への開放  （プラットフォーム３） 

 

☆ 研修の実施              （プラットフォーム４） 

 

☆ シニアパワーの活躍の場づくり     （プラットフォーム５） 

 

☆ 福祉教育の推進            （プラットフォーム６） 

 

☆ 企業との連携の推進          （プラットフォーム７） 

 

 

 

 

民間組織・団体等はどんな取り組みをするの？４ 

民間協働推進計画 

目標１ 
健康福祉を担う「ひとづくり」「しくみづくり」を

すすめます 
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プラットフォーム １  情報交流・共有 

普段からお互いの持っている情報を分かち合いましょう  

 

今まで困難を乗り越えたそのノウハウが、柏市を変えるかもしれません。同じような

活動をしている方、あるいは全然違った分野の専門家が、あなたの話しを聞いて道がひ

らけるかもしれません。今、解決が必要な問題を解くヒントをだれかが、持っているか

もしれません。そんな期待をもって、普段からお互いのもっている情報を分かち合いま

しょう。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●成功事例の共有から 

・役割分担の見直し 

・新規事業への挑戦 

・経営困難なサービスへの挑戦 

・事業の多機能化への挑戦 

●許認可を既に受けている事業者からのノウハウの獲得 

●リーダーがひとりで抱えこみがちな悩みをみんなのものにする 

●生産品の得意先を増やす 

●ニーズ把握から参加者層拡大 

●制度変更による減収への対応 

リーダー 

・リーダーの負担過多、

高齢化 
・後継者育成が困難 

活動内容・方法 

・ニーズを把握し、参加者の層を

拡大したい 
・時代にあわせたサービスの工夫

をしたい 
・施設の生産品を多くの人に活用

して欲しい 
・必要だと思うが、経営困難で手

を出せないサービスがある 

・活動の新展開が難しい 

資金 
・新制度移行により大幅な
収入減 

情報収集 
・サービス需要が見えない 
・許認可の情報収集が困難 

●情報の収集・提供（ニーズ・人材・事業開始のノウハウ・制度変更への対応・
事業経営・組織改革・許認可取得・生産品の活用など） 

●情報の交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅

サービスなど） 

民間協働推進計画 
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民間協働推進計画 

 
SP コードは、だれでも読める
ユニバーサルデザインです。 

 
柏市にはいろんな種類の障がい者団体や施設等があります。これらは、今、年々

増えつつあり、又、社会環境や制度も目まぐるしく変化している時でもありま

す。そんな中、各団体それぞれではなく、みんなで活動の共通項を見つけ、情

報交換・地域交流・官民協働を進めようと集まった組織です。障がい者向けハ

ンドブックの作成、防災計画への参画・市行政との対話と協働等、その都度参

加会員（３９団体）の情報・意見を集約し、又、発信しています。 
（かしわ障害者をむすぶ会） 

協働のススメ 
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  プラットフォーム ２  相談支援体制のネットワーク化 

自信をもって相談に臨むために自分の後ろに仲間をつくりましょう   
 

相談援助にあたる時、答えられない時、サポートが欲しい時はありませんか？普段、

仲間をサポートすることで、自分が必要なときには何人もの方が、自分をサポートして

くれます。そのような相談員が柏市内にたくさんいれば、より多くの福祉サービスを利

用する方が救われるのではないでしょうか？ 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●相互（異業種間等）で協力・支援できるネットワークづくり 
●地域ぐるみで子どもを育てる環境づくり 
●保健・医療・福祉の地域ネットワークづくり 
●個人情報を保護するための地区ボランティアや福祉事業所、当

事者間の連携 

活動内容・方法 
・利用者の多様なニーズへ対応が困難 
・専門家の指導助言がほしい 
・保健・医療・福祉の連携が取りにくい 

情報収集 
・個人情報保護法施行後情報が得にくい 

●情報の収集・提供（取り組み事例など） 

●情報の交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など） 

●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 

●研修の企画 

●総合相談支援体制の整備 

民間協働推進計画 

 
私たちは、病気によって「生活」に支障が出ないように、患者さんと話をしなが

ら療養上支障となる問題を解決していくのが仕事です。「猫が寂しがるので入院

しない！」と言い張って入院を拒否された一人暮らしの方と、猫の預け先を外来

で一緒に探したこともありました。ペットショップを探し事情を説明しましたが、

なかなか事情を理解してもらえず、解決するまで時間が掛かったことがあります。

そういった過程の積み重ねが地域の理解者を増やすこととなり、患者さんを守る

分厚い風除けをつくることにつながればと思っています。 
（柏市立柏病院 医療相談室） 

協働のススメ 
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  プラットフォーム ３  余裕スペースの健康福祉活動への開放 

協働が生まれる可能性を広げましょう   
 

「場所さえあればもっと活動できるのに！」という団体がたくさんあります。また、

だれが必要としているのか分からないという方も多々いらっしゃいます。 

地域の健康福祉活動の場所が提供されたことで人の輪が広がり、活性化されたという

例もあります。お互いにプラスになる方法を見つければ相乗効果が期待できます。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 
 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●人の輪が広がることで各種施設や企業等の余裕あるスペースの

活性化と健康福祉活動の活性化の相乗効果 

●公共施設、福祉施設の地域交流室、企業の開放スペースなど交流スペース情報収集とホームページな
どでの情報提供 

●情報の収集・提供(ノウハウ・先進事例等) 
●情報発信する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場等）の提供 

活動拠点 
・活動場所の確保に苦労 
・イベント会場の確保が困難 
・備品の保管場所や作業場の確保 
・研修室の確保 
・住民参加の拠点づくり 

民間協働推進計画 

 

 
市内の７つ地区社協、６つの小学校では、世代

間交流（教室）事業が実施されています。これ

は、地域の高齢者の支え合いのきっかけづくり

や、子どもに地域の様々な人々とのふれあいの

中で子どもがはつらつと育つことができ、多様

な生活体験ができる機会を実現する地域のしく

みづくりを目的としています。参加した高齢者

の中から、子供達の登下校時の見守り活動など、

様々な交流がうまれています。 
（柏市社協 世代間交流（教室）事業） 

協働のススメ 
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  プラットフォーム ４  研修の実施 

みんなで学ぶことから協働の輪を広げましょう   
 

ふだん独学で頑張っている方こそ、活動・仕事中でも行き詰まりがちではありません

か？研修で、みんなで学ぶということが、だれかと協働で問題を解決するきっかけにな

るかもしれません。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●研修の協働企画を通じて、他団体との交流を深める 
●若手の研修・実習の受入により、指導職員のスキルアップ。ま

た、将来のリーダーとして助けあえる仲間がつくれる 
●企業内の職場教育に福祉事業者，ボランティアなどの福祉実践

ノウハウを活用することによるバリアフリーの推進 

●事業経営ノウハウを研修で学ぶことによる人材の確保、サービ

スの質の向上 

●制度変更に関する情報を研修で学ぶ 

●効率的なＰＲ方法を研修で学ぶ 

●研修の企画 
●研修の設定の支援 
●情報の収集・提供(事例・講師などの人材・ノウハウ等) 
●情報発信する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場等）の提供 
●情報の交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サー
ビスなど） 

 

担い手 
・担い手の固定化・
高齢化 

・人的余裕がないの
で実習受入が困難 

・職場環境が厳しく

職員が定着しない 

活動内容・方法 

・企業内での職場

教育の充実を図

りたい 

資金 
・厳しい介護支援
事業の経営 

 

情報収集 
・制度変更への理
解がすすまない 

情報発信 
・仕事に追われ宣

伝の余裕がな
い 

民間協働推進計画 



- 77 - 

民間協働推進計画 

 

 
柏市介護支援専門員協議会から研修の依頼を受け、認知症の講座を開きました。介護支援専

門員とは、介護保険制定と同時につくられた専門職ですが、一般的にケアマネージャーとい

われて、たくさんの高齢者の方たちにお会いして、要介護高齢者のケアプランを作成し、各

種のサービスに結びつけるのがお仕事です。そのプランをつくる上で、認知症の人たちに接

することも多く、その病気、症状、そして認知症の人々の気持ちや生活などを知り、学び、

プランに活かしたいと講師の依頼をいただきました。お役に立つならと喜んでお引き受けし

お話しいたしました。（デイホーム笑実里） 

 
私たちは、平成１５年度（第１回）、平成１６年度（第２回）に市社協が主催した精神保健

ボランティア養成講座の修了者が集まって出来たグループです。講座を受ける前まではまっ

たく見ず知らずの人たちがたまたま研修を通じて知り合い精神障がい者とその家族の生活

しやすい地域づくりのために活動することを目的として平成１７年４月に立ち上げました。

会員は現在１７名、活動先としては精神に障がいを持った人たちを対象とした柏市のデイケ

アクラブで月２回小規模授産施設で月４回、共同作業所で月４回活動しております。 
（ボランティアグループ「あんだんて」） 

協働のススメ 

協働のススメ 
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  プラットフォーム ５  シニアパワーの活躍の場づくり 

健康福祉の担い手の層を厚くしていきましょう   
 

今まで柏市の福祉事業・活動を支えてくださった方は、主婦層の女性が多かったです。

また、ばりばり仕事をして、日本を支えていた人たちの多くが、これから定年を迎えま

す。男性シニアの地域デビューの場をつくることで、柏市の健康福祉をさらに層の厚い

ものにしていきましょう。 

 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●経験と知恵の宝庫であるシニアのノウハウの活用（経営・技術・趣味など） 
●福祉人材の底上げ 
●高齢者の健康づくり 

●研修の企画（ボランティア入門講座、施設など内容別の講座） 
●ボランティアセンターでの相談などの支援 
 

担い手 
・担い手が固定化してい
るので新しい人材がほ
しい 

活動内容・方法 
・介護保険適応になら
ない中高年へのサー
ビスの不足 

資金 
・厳しい介護支援事

業の経営 
 

民間協働推進計画 
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２００４年に設立。「生涯現役ときわ会」の１３年間の趣味・学習活動の実績を母体と

し、次世代の新しい「まちづくり」の活動を、生涯学習の視点で創造し、実践している。

例えば、趣味のパソコン、書道、絵画、俳句等を活かした高齢者向けの学習サポート、

日曜大工の経験を生かした各種バリアフリー工事、身近な科学をテーマにした小学生向

け講座や、職業人としての経験（経理、法務、総務、企画等）を活かした活動の場づく

りを展開している。（NPO 法人ときわ会まちづくりネットワーク） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム ６  福祉教育の推進 

社会全体の生きる力を高めましょう   
 

生きる力とは、なんでしょうか？わたしたちが、普段、事業や活動を通して学んでい

ること、感じていることの中にそれがあるかもしれません。そして、それを、より多く

のこどもたち、社会のより多くの人に伝えることで、社会全体の生きる力を高めていく

ことができます。 

 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●福祉施設や活動についての理解者を増やす 
●障がいなどについての偏見をなくす 
●情報のバリアフリー化に向けての普及啓発 
●早期からの健康教育による予防 

●福祉教育指定校への助成事業 
●世代間交流事業の展開 
●情報発信する機会（講座・広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）の提供 
●子どもへの福祉教育事業等での普及啓発 
●情報収集・提供(人材・ノウハウ・先進事例など) 
●情報の交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など） 
●バリアフリーを率先してすすめる 

情報発信 
・施設に対する地域の理解が得

にくい 
・障がい者に対する偏見が多い 

情報収集 

・病気に関する情報を得にくい 

民間協働推進計画 
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「お年寄りとともに」 
教わったことをもとに子どもたちは、創造

性を広げ、さまざまな形を創っていきます。

手賀西の子どもたちは、毎年冬になると、

泉老人クラブの皆様を招いて、昔の遊びや

伝統的な鳥びしゃ、ばらっぱまんじゅうづ

くりに挑戦します。お年寄りと一緒になっ

て行う活動は、心のふれあいを、生きる力

を与えてくれます。「今年はどんな形がで

きるか楽しみです」と話すお年寄りの言葉

に、子どもたちを見守る温かな地域の力を

感じています。 
（福祉教育指定校 柏市立手賀西小学校） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム ７  企業との連携の推進 

お互いにとって強力なパートナーシップをつくりましょう  
 

協働の相手は、健康福祉を主目的にする組織・団体だけではありません。企業活動の

中で健康福祉に関する強い問題意識を抱えている企業が多くあります。それぞれが持っ

ているノウハウは、お互いに貴重なものとなるでしょう。お互いにとって強力なパート

ナーシップをつくれます。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 
 
市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●企業と健康福祉活動者のノウハウの交換 
●お互いにとって、よりスケールの大きい活動となる 
●理解してくれる企業（商店・不動産関係など）と支援のネットワ
ークをつくる 
●連携の推進がＰＲになる 

活動拠点 
・施設用地の不動産契約が困難 

情報収集 

・社会貢献の情報が得にくい 

（写真提供：月刊ふるさと柏） 

 
「地域」コミュニティと一体となって、より

豊かな社会の実現に向けて考え行動するこ

とを基本理念に、今年で３２回目になるふれ

あいトークを開催するなど多角的な地域貢

献活動を展開しています。さらなる展開を考

えるうえで、今は、近隣企業と社会貢献活動

について情報交換を行なう場が少ないため、

どのような活動が求められているかが見え

づらい現状です。近隣のボランティア活動の

情報、特に環境活動の情報があれば積極的に

参加することも検討したいと考えています。

（オリエンタルモーター㈱技術研究所） 

協働のススメ 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例等) 
●交流の場づくり 
●情報発信する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）の提供 
●情報収集のための調査への協力 

民間協働推進計画 
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☆ 地域の一員としての参加        （プラットフォーム８） 

 

☆ ボランティアの協力を得て活動の充実  （プラットフォーム９） 

 

☆ 見守り体制のネットワーク化      （プラットフォーム 10） 

 

☆ 活動の周知              （プラットフォーム 11） 

 

☆ 予防の視点にもとづく取り組み     （プラットフォーム 12） 

 

 

 

 

 

 

 

目標２ みんなで健康づくりと生活の自立を目指します 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム ８  地域の一員としての参加 

地道な活動の積み重ねから信頼と仲間を広げましょう  
 

日頃の地道な事業・活動を続ける中で、周囲を見渡すと理解してくれている人たちが実は

増えていたということがありませんか？事業・活動を通じてできた理解者と、お互いに今ま

での交流の中から、感じとったことをもとに、どのような協働ができるか話し合ってみまし

ょう。そこから、自分の活動を支えるかけがいのない仲間がつくれるかもしれません。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 
 

困っていること・・・ 
 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●講座の共催から日頃の活動の協働企画への展開 
●他機関等との連携・協働による活動の展開 
●地域ぐるみで子どもを育てる環境づくりへの取り組み 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●交流の場づくり 
●情報発信する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）の提供 
●情報収集のための調査への協力 
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 

活動内容・方法 
・地域との交流はしているが、より深いものにしていきたい 
・本来の人と人とのつながりが最近薄れている 

 

 
地区の高齢者の方を必要なサービスに早く結びつ

けられるよう個別の訪問を続けているが、ここ３

年間で、私たち「はみんぐ在宅介護支援センター」

は富勢地区の住民の仲間に入れてもらえることが

できたと感じている。今年度、地区社協のボラン

ティア部会の副部会長として毎月会議に出てい

る。気持ちのよい挨拶を行い、活動報告・助言・

今後の活動について地域の方と同じテーブルにつ

かせてもらっている。自分たちの地域を、自分た

ちで時間をかけて、楽しくつくる実践の場となっ

ている。（はみんぐ在宅介護支援センター） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム ９  ボランティアの協力を得て活動の充実 

なぜ協力するのか？してくれるのか？の理解からはじめましょう  
 

事業・活動を理解し、そのために一肌脱いでくれるという人はいますか？なぜ協力し

てくれるのか？活動を通して何を得ているのか？普段の活動から理解しないと信頼関係

は築けません。お互いの共通の目標が見つかればパートナーとして、事業・活動の充実

を一緒に図ることができます。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 
 
市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●支えあう仲間が周囲に増える 
●ボランティアに援助技術を伝えることで職員の資質が向上する 
●当事者団体とボランティアが協働することで組織としての活動

を発展 
●ボランティアを受け入れるために体制が整備される 
●ボランティア導入による事業所の活性化 
 

●ボランティアセンターでの相談などの支援 
●施設の担当者への情報の提供や相談、交流の場の設定などの支援 

リーダー（当事者団体） 
・やりたいことはあるが、障がいを

抱えて活動するので負担が大きい 

担い手 

・ボランティア導入で施設の活性化を

図りたい 

 
いずみ園では老若男女問わず、非常に多くのボ

ランティアの支援をいただいています。ボラン

ティアの中には、「何かの支えになりたい」と

いう気持ちから、ボランティアをするにつれ

て、実は「支えられている、元気をもらってい

る。」という気持ちになっていく人がいます。

障がいがあってもなくても、人は「お互い支え

合って生きている」ということ。それが人を育

て、地域が育っていくのではないでしょうか。

「地域の福祉の拠点」、それがいずみ園の願い

です。（身体障害者授産施設いずみ園） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム １０  見守り体制のネットワーク化 

だれもが安心な生活を送るためにみんなでサポートしましょう  
 

家で生活している方が、保健・医療・福祉の対応が必要な状況になった時に、最初に

だれが発見するかということだけでは、安心を提供することができません。発見された

場合に、それぞれの専門性に立ったうえで、支えてくれるしくみづくりが必要になりま

す。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●利用者了解のうえで、地区ボランティアや福祉事業所、当事者団体
などが一緒に支えることができる 

●活動を通じた信頼関係の構築によるネットワーク化 
●課題の共有と解決に向けたシステムづくりのきっかけとなる 
●身寄りのない要介護者等への支援体制の充実 
●保健・医療・福祉の地域ネットワークの構築 

●総合相談・支援体制の整備 
●地域福祉権利擁護事業の充実 
●情報収集・提供(ノウハウ･先進事例等) 
●交流の場づくり（住民・多様な団体） 
●情報を提供する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）の提供
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅
サービスなど） 

活動内容・方法 
・障がい種別によって利用の定着が難

しい 
・本来的な人と人とのつながりが最近

薄れている 
・独居や夫婦だけの世帯が増えている
・要介護者のケアのキーパーソンがい

ない人が増えた 
・保健・医療・福祉の連携が取りにく

い 

担い手 
・安心して活動するために

いざという時にサポー
トしてほしい 

情報収集 
・個人情報保護法施行後情

報が得にくくなってい
る 

ニーズ把握 
・個人情報保護法施行
後、地域の活動者との
連携が難しくなって
いる 

民間協働推進計画 
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高柳地区社協では、住民１００世

帯におおむね一人の福祉委員がい

ます。担当の地区によりますが、

そのうち高齢者世帯が、１／３近

くになるところもあります。住民

の一人ひとりが自然な流れの中

で、ご近所づきあいができれば安

心できる社会になると思うのです

が、昔と比べると向う三軒両隣の

つきあいが薄れており、中には、

それが難しい方もいます。福祉委

員として、行政や在宅介護支援セ

ンターと連携して、そのような

方々も含めて地域の見守り活動を

しています。日々の活動の中で、

地域のみんなが支えあえるように

ご近所づきあいの輪を広げていき

たいと願っています。 
（高柳地区社会福祉協議会 福祉

委員） 

協働のススメ 

 
学校での総合的な学習の時

間での交流などをきっかけ

に、市内の老人クラブが、

自発的に学校の登下校の見

守りパトロール活動を展開

しています。また、交流が

ない学校に対しても連携を

呼びかけるために、地域の

老人クラブ会長の名簿を市

内の学校に配布しました。

そこから、新しく生まれた

活動もあります。地域の孫

は、私たちが守るという意

気込みで、毎日巡回に励ん

でおります。 

（柏市老人クラブ連合会） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム １１  活動の周知 

あなたの活動をみんなに広げましょう  
 

より多くの人が活動について知ることで、普段の事業・活動がしやすくなります。ま

た、活動内容を広く周知することでそのサービスがより多くの人が利用できるものとな

ります。柏市全体の健康福祉サービスの質を高めることとなります。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●活動の啓発と周知への取り組みにより、活動が周囲から評価される 
●地元での活動の協力者が増える 
●同じ活動を目指す仲間が現れる 
●広く情報を提供できるシステムや体制づくりにより、今後のＰＲ活

動に継続する 
●活動を必要とする人・場を発掘できる 
 

●情報発信する機会（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など）の提供 
●地域の活動者との交流の場の提供 
●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●交流の場づくり（住民・多様な団体） 
●総合相談支援体制の整備 
●講師の派遣 

活動内容・方法 
・活動参加機会を模

索している 
・地域ニーズの情報

が不足している 
・社会貢献活動にか

かわる情報が不
足している 

担い手 
・社会貢献活動につ
いて地域の理解者
が少ない 

・会社内部での社会

貢献活動の評価が

低い 

情報収集 
・地元町会へのＰＲ
が困難 

・発足間もないため
効果的な宣伝がで
きない 

・広報によるＰＲの
機会を拡大したい 

ニーズ把握 
・困っている人の情
報が入らない 

民間協働推進計画 
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断酒新生会は、お酒で困っている

人たちが、自分たちの意志で酒を

やめようと立ち上がった自助グル

ープです。例会では、過去の酒に

まつわる体験やそれに対する反省

などが語られます。会で親睦を図

り、より親密な人間関係をつくっ

て、仲間意識を強めようとしてい

ます。私たちの活動を知らずに、

一人で酒のことで困っている人が

いれば少しでも早く知りあい、助

けあいたいと思い、さまざまな場

で活動のＰＲを行っています。

（柏断酒新生会） 

協働のススメ 

 
環境を企業としてどう捉えていく

か生産者として考える必要あると

いうことから空き缶拾いを始めて

２０年。年４回、３コースに分か

れて空き缶を拾っている。拾った

空き缶から、どのような缶が捨て

られるかを分析している。行政を

巻き込んで大勢で展開していたと

きもあったが、今は職員が地道に

続けている。今、地域の方々と一

緒に展開することで交流ができれ

ばと模索しているところです。 

（アサヒ飲料柏工場） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム １２  予防の視点にもとづく取り組み 

みんなで課題を未然に防ぎましょう  
 

健康福祉活動の中で「もっと早く相談してくれれば良かったのに・・・」と思うことは、

ありませんか？一人ひとりが健康づくりと生活の自立を目指すことが必要ですが、予防の

視点を持ち、みんなで取り組むことでより大きな効果が期待できます。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●地域ぐるみで子どもを育てる環境をつくる 
●課題の共有と解決に向けたシステムをつくる 
●健康づくりにみんなで取り組むことで継続性が増す 
●シニアパワーの活用による健康福祉の人材の確保 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●交流の場づくり（住民・多様な団体など） 
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 

活動内容・方法 
・介護保険の適応にならない中高年へのサービスの不足 

・子どもの万引きなどへ対応していると社会全体の問題だと感じる 
・子どもの周囲の環境が悪化していると感じる 

民間協働推進計画 
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私たちは、子どもの万引きの現場を

発見し教育的指導をすることがよ

くあります。そうした子どもの中

で、出来心だけではなく、リサイク

ルショップなどでの販売目的に行

う常習者が増えてきているという

ことがあります。親の中でも子ども

に対して強く叱れない方が増えて

いるように思います。ここで、注意

しないとこの子は犯罪者になるか

もしれないと思い、教育的な対応を

学校や警察などと連携しすすめて

います。このような問題について、

地域の大人みんなが、もっと根本か

ら、もっと真剣に考えていかない

と、国の将来が取り返しのつかない

ことになるのではないかと痛切に

感じています。（浅野書店） 

協働のススメ 

 
おせっ会・サロン活動とは、歩いて

いける範囲である町会・自治会等で

「身近な人同士ができるときにで

きることをしましょう」という考え

から生まれた少子・高齢社会に対応

した支えあうまちづくり活動です。

だれもが気軽に歩いて出てくるこ

とができる場づくりや「顔見知り」

になるきっかけづくりからはじめ

るなど、取り組みかたは多様です。

「集い」という形ではじめていると

ころ、「昼食会やお茶会」として行

っているところがあります。このよ

うに楽しい場に出てくるだけで、心

が弾み、身体にほどよい緊張感が生

まれ、健康づくりや介護予防につな

がるとともに、地域で住む安心感に

つながります。 
（おせっ会・サロン活動） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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☆ 課題の共有              （プラットフォーム 13） 

 

☆ 災害時に向けての取り組み       （プラットフォーム 14） 

 

☆ 社会への提言・意見交換        （プラットフォーム 15） 

 

☆ 身近な生活圏域の充実         （プラットフォーム 16） 

 

☆ ニーズと担い手の情報共有       （プラットフォーム 17） 

 

 

 

 

 

 

 

目標３ 新たな健康福祉の課題に取り組みます 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム １３ 課題の共有 

あなたの課題をみんなの課題として取り組むことで先がひらけます  
 

同じ課題について、違った切り口で活動している団体が多くあります。抱えた課題の

解決を一緒にすすめることで、新しい糸口を見つけることができるかもしれません。さ

らに、課題を共有できる団体がお互い知り合うことで協働のきっかけづくりになります。 

 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 
 

困っていること・・・ 
 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

  

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●調査研究を同じ目的を持つ他の団体と協働で展開することによ
り多くの解決策を持てる 

●解決へ向けた動きがよりダイナミックに展開できる 
●同じ目的をもった他の団体との連携強化 
 

情報収集 
・地域ニーズの情報が不足 
・情報交換の場の不足 
・新制度移行への対応が困難 

ニーズ把握 

・ニート問題などに取り組まな

ければいけないと思うが実態

がつかめない 

民間協働推進計画 

 

 
柏市内の「通所作業所」で働く障がい者

がたくさんおります。活動として、自立

生活支援、就労支援、地域交流、相談支

援等を行っております。地域の方々と協

働で交流を深めながら理解し合い、自分

らしく安心して暮らせる地域づくりを目

指しています。お互い「一歩」踏み出し、

高齢者・子ども・障がい者を含め、地域

での共通課題の共有化を図りつつ、お付

き合いができればと考えております。

（社会福祉法人彩会） 

協働のススメ 

●情報提供(ノウハウ・先進事例等) 
●情報交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場等） 
●情報収集のためのフィールドの紹介 
●大学などと協力し、データ収集・課題分析 
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  プラットフォーム １４ 災害時に向けての取り組み 

いざという時の安心をみんなでつくっておきましょう   
 

災害時こそ身近な地域でお互いの助けあいが必要となります。その時、何ができるの

か、どのような手伝いが必要なのか、事前に顔をあわせて話し合っておくことで、安心

を作ることができます。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

●災害時に向けて、地域住民、福祉事業者、行政などのさまざまな
分野の者同士による話し合い 

●話し合いから日常的な交流、相互理解が深まる 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●情報交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など） 
●連携等による事業実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 

活動内容 
・災害時の支援方法の検討が必要だが何からはじめていいか分からない 
・今援助で関わっている人が災害時に自力での避難が困難 

 

民間協働推進計画 

 
柏市立旭東小学校は、災害時に向けての取り組

みということで避難所の開設というところに焦

点を絞り学区各町会・近隣センターと共に具体

的構想を作成するという準備を進めています。

実際に地震が起きた時、避難してくる場所に具

体性がなかったら混乱を更に拡大してしまいま

す。建物や敷地のどこをどのように使うかと組

織をどのように活用するかが検討の内容です。

住民にイメージを持ってもらい訓練までできる

ことが目標です。（柏市立旭東小学校） 

協働のススメ 
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  プラットフォーム １５ 社会への提言・意見交換 

社会をだれもが住みやすいまちにしてきましょう   
 

新たな課題にぶつかった時、一人で解決が難しくても、みんなの問題とすることで、

だれもがより住みやすいまちにしていくきっかけができるかもしれません。勇気をもっ

て提言し、みんなで意見交換することで、一緒に取り組む土壌をつくっていきましょう。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 
 
市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●行政や市社協への提言・意見交換で改善されたサービスにより、
多くの方がサービスを利用しやすくなる 

●行政や市社協などと意見交換をすることがサービスを理解するき
っかけとなる 

●バリアフリーがすすむ 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●情報交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など） 
●受けた提言に対して、内部の連携強化とサービス向上につなげる 
●連携等による提言内容の実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど）
●福祉教育事業等での普及啓発 
●情報のバリアフリーを率先して進める 

活動内容 
・障がいにより情報提供が受

けにくい 

情報発信 
・障がいについて理解者が少な
いため情報提供が受けにくい 

民間協働推進計画 

 

 
ユニバーサル対応である「ＳＰコードによる情

報提供を社会のマナー」とするために、社会の

皆様方へ啓発周知を行い、行政、諸団体、企業

の方々へのご理解をいただくため署名活動を行

っております。また、障害者基本法の改正に伴

い、健常者との情報格差を無くすための施策が

重要となっている状況下、高齢者、中途失明者

の増加により、視覚障害者が自分自身で読むこ

とができる「情報環境のインフラ構築」を推進

しています。（柏市心身障害者福祉連絡協議会） 

協働のススメ 
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  プラットフォーム １６ 身近な生活圏域の充実 

地元の商業をみんなで育てましょう   
 

年齢を重ねると生活圏域がより身近な範囲となってきます。しかし、身近な生活圏域

の空洞化がすすんでいるのが現状です。だれもが、身近なエリアで買い物ができるとい

う環境を大切にしていきましょう。 

 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

 

市社協ができること・・・ 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●地域活動と商店会の連携によるお互いの活動の活性化 
●商店会の活性化と身近な生活圏域充実のための普及啓発 
 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例・各種助成事業など) 
●連携等による実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 

担い手 
・地元の商店が減少 

活動拠点 
・空き店舗などを有効に活用
できないか 

民間協働推進計画 
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豊四季台地区社協の「孤独死ゼロ

推進事業」の一つとして豊四季団

地名店会の「にこにこサロン」を

利用して週１回喫茶店を開店し

気軽に立寄れるふれあいの場を

設け、大好評を得ています。地区

社協と名店会が共同で柏市の商

店街活性化事業「リサーチ＆トラ

イ」を活用して、空店舗に手作り

作品展示・販売店を開店させ、店

頭に遊びの場や地域情報掲示板

を設け、地区社協ボランティアが

全面的に運営し、三世代交流の場

をつくっています。また、空店舗

で地域の皆さんからご提供いた

だいたひな人形や五月人形の展

示、豆まき、七夕、もちつき大会

など、地域の方々とのふれあう行

事を地区社協と名店会が協働で

行い、地域住民との交流の輪が広

がってきています。 
（ふれあいの店・とよしき） 

協働のススメ 

民間協働推進計画 
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  プラットフォーム １７ ニーズと担い手の情報共有 

使いたい人、使ってほしい人がより出会えるようにしましょう   
 

担い手にとって、自分達の事業・活動が実際にニーズに合っているものなのかどうか？

どこにニーズがあるのか？は貴重な情報です。それに対して、サービスの不足に困って

いる方もいます。それらの情報を共有化することで、お互いの今後の活動が展開しやす

くなります。 

協働していくと・・・  

 

 

 

 

 

 

 

困っていること・・・ 
 

 

 

市社協ができること・・・ 
 

 

 

 

 協働の場 
プラット 

フォーム 

 

●ニーズに即した活動の展開 
●現在不足しているサービスの充実 

●情報収集・提供(ノウハウ・先進事例など) 
●連携等による実現への支援（地域組織・団体やボランティア・市社協在宅サービスなど） 
●情報交流・共有の場づくり（広報・ホームページ・各種団体の会議の場など） 
●情報を提供する機会の提供 
●事業開始のノウハウを交換できる場の設定 

活動内容・方法 
・ニーズを把握したうえで、より参加者の層を拡大したい 
・時代に合わせたサービスの工夫をしていきたい 
・退院後の施設の受入先がない 

民間協働推進計画 

 

 
私たちは、「遺言書の作成」と「成年後見制度」につい

てセミナー等を通じてその重要性を普及・啓発する活動

を行っています。少子・高齢社会を迎え、老後を安心し

て豊かに過ごす上で、この問題は欠かせないテーマであ

ると考えますが、そのニーズを把握するのが難しいのが

現実です。そのような潜在的なニーズをいち早く捉え、

より快適な老後のお手伝いをする上でも、これまで以上

に広報活動の機会を提供していただき、さらには行政等

との協働の活動につなげていければと考えております。

（ＮＰＯ法人老いじたくあんしんねっと） 

協働のススメ 
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１．市社協発展・強化計画はどのようにまとめられたの？ 

２．市社協をとりまく状況は？ 

３．協働推進役としての市社協のすがたは？ 

４．協働推進役として市社協はどんな取り組みをするの？ 

５．協働推進役としての市社協の体制は？ 

第３章

市社協発展・強化計画

市社協発展・強化計画 
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第３章 市社協発展・強化計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

市社協の使命・経営理念を実現します！ 

市社協は創設５０周年を迎えます。今日の社協をとりまく環境は大きく変化しており、

これに対し、全国社会福祉協議会では「市区町村社協経営指針」を策定しました。 

市社協では、この経営指針にある使命・経営理念を実現すべく、発展・強化計画を策

定します。 

これまでの歩みから見えてきた課題！ 

これまで、市社協は、健康福祉の推進役としてさまざまな住民ニーズに応えるべく活

動領域を拡大し、事業の推進に努めてきました。しかし近年、組織の複雑化や事業の細

分化がすすむ中、ともすると市社協活動が「見えにくい」状況にあります。 

今後、３年間で実行していく計画です！ 

この計画では、地域における健康福祉活動の推進役として、事業運営（経営）のビジ

ョンや目標を明確にし、「地区別計画」や「民間協働推進計画」を実現化していくために、

内外に対して「見える社協」を目指した今後の方針を位置づけます。また、計画の内容

は、単に「あるべき姿」を示すものではなく、今後３年間で実行していく計画とします。 
 

 

使 命 

だれもが安心して暮らすことができる健康福祉のまちづくりを推進する 

経 営 理 念 

・住民参加・協働による健康福祉社会の実現 

・地域に根ざした利用者本位の健康福祉サービスと総合相談支援体制の実現 

・地域の健康福祉ニーズにもとづく事業や先駆的な取り組みへのたゆみない挑戦 

 市社協発展・強化計画はどのようにまとめられたの？１ 

 
市市 社社 協協 発発 展展 ・・ 強強 化化 計計 画画 のの ねね らら いい はは ？？   

市市 社社 協協 のの 使使 命命 とと 経経 営営 理理 念念 をを ふふ まま ええ 、、「「 見見 ええ るる 社社 協協 」」 をを 目目 指指 しし

たた 発発 展展 ・・ 強強 化化 計計 画画 でで すす 。。   

市社協の使命と経営理念 

市社協発展・強化計画 
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現状の把握と課題の抽出、 

  課題に対する施策 

   まず、計画策定に向けて、全職員を対象 

に、全 68 項目にわたる事務事業アセスメ 

ントシートを用いて、現状の把握と課題の 

抽出、課題に対する施策について、整理を 

しました。 

  担当別ヒアリングの実施 

   現状の把握や課題の抽出がされ、今後の 

必要な施策について整理がされてきたもの 

をもとに（計画策定検討シート）、担当別 

にヒアリングを実施し、基本目標や計画化 

する施策の設定を行いました。 

地区別計画と民間協働推進 

  計画を具現化していくために 

   地区別計画策定における地区懇談会、民 

間協働推進計画における調査などの進捗状 

況や結果に対し、今後、市社協が担うべき 

「役割」を明確にしていきました。 

関係機関との調整 

   「協働」をテーマに、そしてより実効性 

の高い計画にしていくため、関係機関との 

話し合いや計画づくりを積極的にＰＲしま 

した。特に行政とのパートナーシップによ 

る計画づくりを目指し、定期的な調整会議 

を実施しました。 

 
 
 
 

市市社社協協発発展展・・強強化化計計画画ははどどののよよううににととりりままととめめらられれたたのの？？

現 状 の 把 握 か ら 課 題 の 抽 出 、 ヒ ア リ ン グ に よ る 重 点 目 標 ・ 施 策

の 設 定 、 関 係 機 関 と の 調 整 に よ り と り ま と め ま し た 。   

市社協発展・強化計画策定までの流れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①意思決定 

理事会・評議員会による計画策定の

意思決定 

②現状把握・整理 

全職員に対し、事務事業アセスメン

トシートによる現状把握と整理 

③課題の抽出 

事務事業アセスメントシートの整理

により、課題の抽出 

④使命の明確化 

市社協の使命・経営理念の再確認

と明確化 

⑤基本目標と施策の設定 

各担当のヒアリングを通じて、計画

化する基本目標と施策の設定 

⑥関係機関との調整 

関係機関との話し合い、計画策定の

ＰＲ、行政との調整会議の実施 

⑦計画のとりまとめ 

計画策定委員会を中心に、計画の

最終とりまとめ 

⑧意思決定 

理事会・評議員会による計画承認・

決定 

地
域
健
康
福
祉
活
動
計
画
（
民
間
計
画
）
策
定
委
員
会

市社協発展・強化計画 
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市社協は時代の背景やニーズにそって活動してきました 

市社協は、健康福祉を推進する中核的な団体として、健康福祉のまちづくり活動を推

進してきました。活動においては、その時々の時代背景や住民ニーズにより、地域住民

や関係機関等との協働の中からすすめてきました。 

現状と課題 

今日の社会福祉の情勢は、社会構造の変化等による流れの中で、多種多様な福祉ニー

ズが複雑に絡み合い、単に一つのサービスや活動によって解決されるものではなくなっ

てきています。また、健康福祉ニーズを持つ方だけでなく、活動を行う方にとってもコ

ミュニケーションや助けあい支えあいの活動を維持し、新たな活動を展開していくこと

が難しい状況にあります。 

これからの市社協 

市社協は、このような変革期にある社会を一つの契機としてとらえ、地域住民をはじ

めさまざまな関係機関等と「改めて地域の健康福祉を考え、実行につなげていく機会」

として、更なる発展・強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市社協をとりまく状況は？ ２ 

 
市市 社社 協協 をを とと りり まま くく 現現 状状 とと 課課 題題 はは ？？   

社社 会会 構構 造造 のの 変変 化化 にに よよ りり 多多 種種 多多 様様 なな ニニ ーー ズズ のの 対対 応応 がが 市市 社社 協協 にに 求求

めめ らら れれ てて いい まま すす 。。   

 

◇社会福祉法において、地域福祉の中核的な団体として位置づけられています。 

◇地方自治法改正により同法第２２４条の公の施設管理が変更され、いわゆる指定管理者

制度の導入がされました。 

◇自治体の財政逼迫により補助金・委託費の見直しが行われています。 

◇地方分権にともなう三位一体の改革により自治体の裁量権が拡大され事業の見直しが行

われています。 

◇2007 年問題や自立支援並びに介護予防などの新たな視点が必要となってきています。 

 

市社協の使命にもとづきどのような改革をしていかなければならないのかを組織内で問い、内外

に市社協の発展・強化を示さなければなりません。 

市社協をとりまく現状と課題の背景

市社協発展・強化計画 
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☆ニーズの発見・把握のしくみづくり 

（施策１１） 

☆災害時における対応の整備 （施策１２） 

☆地区社協への支援強化    （施策７） 

☆ニーズに適した在宅福祉サービスの展開 

・開発           （施策８） 

☆介護予防の推進       （施策９） 

☆市社協の機能を最大限に活かした受託事業 

の展開          （施策１０） 

☆相談支援窓口の充実     （施策１） 

☆情報収集・提供システムの確立（施策２） 

☆ネットワークによる健康福祉の推進 

（施策３） 

☆ボランティアセンター機能の強化・拡充 

                             （施策４） 

☆民生委員児童委員協議会と老人クラブ連合 

会の事務局機能の充実・強化  （施策５） 

☆福祉教育の充実        （施策６） 

 協働推進役としての市社協のすがたは？ ３

 ここれれかかららのの協協働働推推進進役役ととししててのの市市社社協協のの役役割割はは？？  

地地 域域 健健 康康 福福 祉祉 活活 動動 計計 画画（（ 民民 間間 計計 画画 ））のの ３３ つつ のの 目目 標標 にに 向向 かか っっ てて 、、

市市 社社 協協 はは 次次 のの よよ うう なな 施施 策策 をを 推推 進進 しし てて いい きき まま すす 。。   

３つの目標 施  策 

 

健康福祉を担う 

「ひとづくり」 

「しくみづくり」 

をすすめます 

 

みんなで 

健康づくりと 

生活の自立を 

目指します 

目標２ 

 

新たな 

健康福祉の 

課題に 

取り組みます 

目標３ 

目標１ 

総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備 

基本目標 

市社協発展・強化計画 
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市社協の事業は、“相談”と“支援”で成り立っています！ 

市社協の事業は、生活全般に関しての「相談」に対する「支援」をはじめ、ボランテ

ィアをやってみたいという「相談」に対する活動場所の紹介などの「支援」というよう

に、常に「相談」と「支援」が存在します。 

複雑多様化する健康福祉ニーズに対応するための“総合性”！ 

これまで市社協では、健康福祉ニーズの変化に対応して、個々の事業展開や質の向上

を図ってきました。しかしながら、近年の複雑多様化した健康福祉ニーズに対して、よ

り良い事業展開を目指すためには「総合性」が必要となっています。 

例えば、従来のように、相談者である当事者を支援対象とするのではなく、その当事

者の周りに存在する「家族」を支援の対象として捉え、地域や関係機関等による地域社

会との協働の中で自立支援を行っていくということが考えられます。 

 市社協が持つ“相談”と“支援”しくみを総合性のあるものに！ 

すなわち、私たちが考える総合的な相談支援体制とは、市社協があらゆる事業や機能

における「相談」と「支援」のしくみをより有機的に機能させることのできる「総合性」

のある体制です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目目 標標 達達 成成 のの たた めめ にに どど うう すす るる のの ？？   

総総 合合 的的 なな 相相 談談 支支 援援 体体 制制 のの 整整 備備 をを 基基 本本 目目 標標 とと しし まま すす 。。   

連携

あらゆる健康福祉の相談 

内外と連携をしながら担当毎の支援

市社協の各担当 

これまでの体制 

これからの市社協 

“総合的な相談支援体制” 

あらゆる健康福祉の相談 

市社協の各担当 

市社協の持つ機能を 
最大限に活かした支援の実現 

市社協が持つ機能と 

ネットワークの結集 

柏

市

・
関

係

行

政

機

関 

地
域
、
民
間
組
織
・団
体
等 

（プラットフォー

 市社協発展・強化計画 

の“基本目標”です！！

市社協発展・強化計画 
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総総 合合 的的 なな 相相 談談 支支 援援 体体 制制 にに 向向 けけ たた 取取 りり 組組 みみ はは ？？   

５５ つつ のの ““ 視視 点点 ”” とと ５５ つつ のの ““ 取取 りり 組組 みみ ”” にに よよ りり 実実 現現 しし まま すす 。。   

 

１ 生活上の問題全てを扱う、いわゆる分野を問わない総合性 

２ ニーズの発見・把握から解決までの一連の過程をとらえる総合性

３ 内外の関係機関や団体等を有機的につなげ地域全体で取り組む

総合性 

４ 個々の生活上の問題を地域全体の課題としてとらえる総合性 

５ 顕在化しているものだけでなく、潜在化されたニーズに 

取り組む総合性 

総合的な相談支援体制に向けた５つの視点 

 

１ 組織内部を「横につなげる」体制づくり 

２ 市社協が持つ機能を最大限に活かした相談支援の実現 

３ あらゆるネットワークをつなげる機能の充実 

４ 総合性を実践するための職員の資質向上 

５ 情報収集・提供システムの確立 

総合的な相談支援体制に向けた５つの取り組み 
 

 

市社協発展・強化計画 
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市社協が行う相談支援機能は、「相談の種類にとらわれない気軽で専門性のある

窓口機能」です。しかしながら、近年求められる総合性は、単に広く相談に応じるだ

けでなく、「相談から解決」までを一つの支援の流れとして捉え、自立支援が行われる

ことです。 

そこで、現状の市社協の相談や支援事業が持つ機能を十分に発揮することと、

より身近な場所で気軽な相談が受けることができるよう、民生委員・児童委員（主任

児童委員）をはじめ、関係機関等との連携により、効果的に支援を行うための体制や

しくみづくりを行います。 

 

 

 

現在、市社協が持つ情報を必要に応じて提供しておりますが、さまざまな地域

活動や福祉制度の改正などが行われている中では、より集約された情報を適切に地域

へ提供していく必要があります。   

そこで、市社協が持つあらゆる機能から情報を収集し、蓄積します。それらを

整理し有機的に結びつけることで、地域の健康福祉活動にとって価値ある情報を提供

します。また、情報の収集・蓄積・整理・提供の一連の流れをシステム化することで、 

情報を地域で有効的に活用できるしくみをつくります。 

 協働推進役として市社協はどんな取り組みをするの？ ４

 協協 働働 推推 進進 のの たた めめ のの 施施 策策 はは ？？   

市市 社社 協協 でで はは 、、ここ れれ まま でで のの 事事 業業 評評 価価 やや 地地 域域 のの ニニ ーー ズズ にに もも とと づづ きき 、、

今今 後後 ３３ 年年 間間 でで 優優 先先 的的 にに 取取 りり 組組 むむ ここ とと をを 「「 施施 策策 」」 とと しし てて 位位 置置 づづ

けけ 、、 事事 業業 をを 展展 開開 しし てて いい きき まま すす 。。   

目標１ 健康福祉を担う「ひとづくり」「しくみづくり」を

すすめます 

施策１ 相談支援窓口の充実 

施策２ 情報収集・提供システムの確立 

  

  

  

  

市社協発展・強化計画 
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健康福祉にかかわる組織や団体は、地域住民団体やボランティアをはじめ、Ｎ

ＰＯ、当事者、施設、福祉事業所、地元商店会、企業等、地域の全ての方々が健康福

祉関係者・団体といっても過言ではありません。 

特に、それぞれの団体の共通課題である「担い手不足」やこれまで率先して取り組

むことができていなかった「障がい者（児）」との“つながり”や“支援活動”は、あ

らゆる組織・団体や地域とのネットワー 

クにより推進していく必要があります。 

推進にあたっては、地区別計画や 

民間協働推進計画による取り組みをはじ 

め、さまざまな「きっかけ」づくりの中 

から、人材・活動・情報・組織などのネ 

ットワークを強化し、高齢化による要介 

護にならないための早期発見や地域へ誘 

い出すきっかけづくり、子育て支援など 

の具現化をしていきます。 

 

 

 

 

ボランティアセンターでは、私たちの生活の多くの場面で「健康福祉」がかか

わるとの視点から、ボランティアをはじめ、さまざまな市民活動（ＮＰＯ）への支援

や協働を中心に事業を展開していく必要があります。 

そのため、特に（仮称）市民活動支援センターについては、今後も行政をはじ

め、関係機関等と積極的に調整・連携を図っていきます。 

また、地区懇談会で多くの地区から出た「人材不足」の問題についても、地区社協

との連携のもとに、ボランティアセンターの個人登録ボランティアや人材育成等の研

修機能を活かし、これまで以上に地域住民の協働関係による「ひとづくり」を推進し、

地域で暮らし続けることができる条件整備をしていきます。 

 

施策３ ネットワークによる健康福祉の推進 

施策４ ボランティアセンター機能の強化・拡充 

  

  

  

  

 

行政支援

 

社協活動 

 

地域活動

民間活動

地域社会 

 

あらゆるネットワークによる 
地 域 健 康 福 祉 の 推 進 

市社協発展・強化計画 



- 108 - 

 

 
 

民生委員・児童委員（主任児童委員）は、地域において相談支援にあたる制度

ボランティアとしての役割を担っています。しかしながら、個人情報保護については、

時として連携やネットワークにおける支援活動ができにくい環境につながってしまい

ます。 

また、老人クラブでは、これまで、相互扶助による生きがいや健康づくりによる大

きな実績のある団体です。しかしながら、近年の個人主義や世代間の意識の差などか

ら、新規会員の不足が団体としての課題となっています。 

以上の２つの団体事務局として、これらの課題をはじめ、今後必要とされてい

く子育て支援や団塊の世代への健康づくり活動などの取り組みについて、各団体が問

題を抱え、解決を図るだけでなく、関係者相互の連絡調整を図り協働の中での解決や

活動の取り組みを推進していけるよう、事務局機能の充実・強化を図ります。 

 

 

 
 

福祉教育には、学校現場におけるものをはじめ、一般市民、企業、福祉関係の

専門職など、さまざまな対象によるものがあります。 

市社協では、これまでと同様に、健康福祉への理解や意識を深めるため、生涯を通

じて「福祉教育」にふれることのできる場面を設ける取り組みを行っていく必要があ

ります。 

市社協では、特に小中高等学校を対象とした福祉教育指定校による「学校現場

での福祉教育」や幼児期からの「福祉のこころを育む」取り組みについて、充実・強

化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

施策５ 民生委員児童委員協議会と老人クラブ連合会 
事務局機能の充実・強化 

市社協発展・強化計画 

  

  

施策６ 福祉教育の充実 
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地区社協は、健康福祉を推進していく最も身近な地域において事業展開する地

域住民組織です。その活動は、近年、健康福祉をとりまくさまざまな社会構造の変化

に伴い、幅広い世代を対象として「身近な地域における助けあい支えあい」を地域で

広く展開していくための活動が求められています。 

市社協では、これまでの側面的支援 

にくわえて、２４の地区別計画や地区懇談 

会で出された意見、今後地域で必要とされ 

る活動について、住民の健康福祉への関心 

と自主的な取り組みをすすめる視点による 

支援を強化します。 

 

 

 

近年の在宅福祉サービスは、地域におけるボランティア活動やＮＰＯ等による

サービスなど、実にさまざまなものが生まれ、地域住民の助けあい支えあいの役割を

果たしています。しかしながら、その一方でニーズがありながら開発し得ていないサ

ービスやさまざまな事情により必要な支援を受けられない方々などの課題があります。 

そこで市社協では、「自立支援と社会参加」の促進の視点をふまえ、既存の在宅

福祉サービスの質の向上・内容の充実とともに、新たなサービスの開発と必要なサー

ビスが総合的・継続的・効果的に提供し、支援ができるよう体制整備します。 

 

 

 

 

 

 

目標２ みんなで健康づくりと生活の自立を目指します 

施策７ 地区社協への支援強化 

  

  

施策８ ニーズに適した在宅福祉サービスの展開・開発 

  

  

 

２４地区社協

地区社協への支援強化 
地区計画の推進 

 
 

 

 
ニーズがありながら開発し

得ていないサービスが・・・ 

既存のサービスの質の向上・内容の充実

新たなサービスの開発と展開 

ニーズに適した 

在宅福祉サービス 

市社協発展・強化計画 
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   高齢者が健康で心豊かな生活を送っていくために、近年必要とされているもの

が「介護予防の視点」です。この介護予防については、平成１８年度より施行の改正

介護保険法の中でも重要な位置づけをされています。 

そこで、市社協で持つ既存の事業や地域活動を、これまでの趣旨や目的にくわ

えて、「介護予防」の視点を持ち、広く住民とともに行っていくことにより、多くの高

齢者が健康で心豊かな生活を送ることができる地域づくりを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市社協が行っている受託事業（県・県社協・市）は、地域福祉権利擁護事業を

はじめ、老人福祉センター、地域福祉センター、介護予防センター、配食サービス、

ファミリー・サポート・センターなど、さまざまなものがあります。 

その受託事業については、これまで市社協の持つ特性を活かして事業を展開してき

ました。しかしながら、指定管理者制度の導入やよりよい事業展開や協働による取り

組みが求められています。 

そこで、受託事業にあたっては、受託による効果や既存の市社協機能とのリン

クなど、あらゆる点を考慮しながら受託後のイメージ（計画）を考えた後に受託し、

「市社協らしい、市社協にしかできない」健康福祉事業の展開を行っていきます。 

施策９ 介護予防の推進 

  

  

施策 10 市社協の機能を最大限に活かした受託事業の展開

 

 

  

  

 

  

 

市社協発展・強化計画 



- 111 - 

 

 

 

 

 
 

社会福祉の内外の環境変化と将来像を見極め、事業を展開していくために、ま

ずはじめに求められるのがニーズの発見・把握です。 

市社協では、住み慣れた地域で自立した生活を支援するために日常生活上の不

都合や困難を抱えている人の「ニーズを重視」し、適切な対応をするためのニーズの

発見・把握のしくみをつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震、台風などの自然災害時において求められる市社協の役割は、災害ボラン

ティアセンターの立ち上げをはじめ、救援・復旧に向けた住民やボランティアの活動

を支援するためのコーディネート機能です。 

また、いつ何時に起こるか分からない自然災害に備えて、職員間でのシミュレーシ

ョンや体制整備、地域での災害支援ネットワークへの支援、行政や災害救援ボランテ

ィア団体等との連携関係の構築についても求められます。 

市社協では、これら災害時への取り組みを急務なこととしてとらえ、対応の整

備を行うとともに、個人情報に配慮した災害時における要援護者の把握に努めます。 

 

 

目標３ 新たな健康福祉の課題に取り組みます 

施策 11 ニーズの発見・把握のしくみづくり 

  

  

施策 12 災害時における対応の整備 

  

  

  

市社協発展・強化計画 
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健康福祉課題の解決には体制整備やしくみづくりが必要！ 

地域住民が、地域で「どのように暮らしたいのか」、「どのような地域にしたいのか」

という思いが健康福祉の原点となります。また、個人や集団及び地域住民全体の具体的

なニーズに応え，それぞれの生活を支え，健康福祉課題の解決を図るために、さまざま

な体制の整備やしくみづくりが必要となります。 

健康福祉の実現は地域、民間組織・団体等、行政との協働で！ 

当然、地域における健康福祉は市社協だけで実現できるものではありません。地域、

民間組織・団体等、行政との連携や協働によって実現が可能となるものです。 

連携や協働を視点に置いた市社協の経営基盤の強化・発展をします！ 

そこで、連携や協働を視点に置きながら、今後の市社協の経営基盤を強化・発展させ

るため、次の施策に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 協働推進役としての市社協の体制は？ ５

 
市市 社社 協協 のの 経経 営営 基基 盤盤 強強 化化 のの たた めめ のの 施施 策策 はは ？？   

経経 営営 基基 盤盤 のの 強強 化化 ・・ 発発 展展 のの たた めめ にに ７７ つつ のの 施施 策策 にに 取取 りり 組組 みみ まま すす 。。

 

１ 市社協の位置づけの明確化と周知 

２ 会員の理解と協力を得ること 

３ 地域住民から信頼される組織体制の構築 

４ 安定的な財務運営 

５ 事務所の確保 

６ 職員体制と専門性の確保 

７ 組織（法人）管理体制の確立 

経営基盤の強化・発展（７つの施策） 

 

市社協発展・強化計画 
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   これまで市社協は、常に時代の流れや住民ニーズの変化に伴い、地域とともに、

さまざまな健康福祉活動を展開してきました。 

しかしながら、近年の社会情勢の変化は、これまでになく急速な変化をしており、

さらなる地域や関係機関との協働による健康福祉の推進が必要とされています。 

現在、各種ボランティア団体やＮＰＯ法人等をはじめ、さまざまな市民活動組

織が誕生し、多様な健康福祉サービスの提供体制が地域内にできている中で、改めて、

市社協が「健康福祉の推進役」としての役割と事業方針について理解・協力を得るた

めの明確な位置づけを行い、あらゆる手法による周知を行っていきます。 

 

 

 

市社協は、地域住民をはじめ、健康福祉の推進に参加・協働する地域のあらゆ

る組織・団体等によって成り立っています。特に会員の理解と協力については、さま

ざまな場面での啓発やＰＲ活動を実施していますが、更に多くの方々に健康福祉活動

の重要性の理解を得るためにも、継続的に取り組まなければならない課題です。 

そこで、改めて会員組織であることの認識や、会員の理解と協力が必要な理由

を明確にし、会員の市社協活動への参加や会員からの意見を聞くしくみづくり、更に、

説明責任や会員の増強に努めます。 

 

 

 
 

市社協は、公共性の高い民間組織として、主体的な経営判断を行い、地域住民

にひらかれた（分かりやすい）組織体制を確立し、健康福祉をすすめる団体として地

域住民から信頼される組織づくりが求められます。 

そのために、事業の実施における意思決定や事業執行に責任を負う理事会等の

役員体制強化を図るために、経営の考え方や意識・動機づけとともに、地域住民やさ

まざまな団体の参画や協力を得るなどにより、多くの意見を反映できるしくみづくり

を行います。 

 

施策１ 市社協の位置づけの明確化と周知 

   

  

施策２ 会員の理解と協力を得ること 

  

  

施策３ 地域住民から信頼される組織体制の構築 

  

  

市社協発展・強化計画 
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市社協の財源は、会員会費をはじめ、寄付金、共同募金配分金、補助・委託金

等で成り立っています。近年の不況下の一方で、今後必要な活動は数多くあります。 

このような中で、市社協では、継続的に安定した財務運営をするために、事業

評価やコスト把握のうえに立った中長期的な財政計画や公費・自主財源の確保などを

行っていきます。 

 

 

 

市社協の事務所は、現在３箇所あります。今後、事務所の場所及び事業展開や

行政の施策とともに随時見直していくことが考えられます。 

このような中で、市社協が健康福祉の推進役として最大限にその機能が果たせ

るよう、拠点事務所の確保をしていきます。 

 

 

 

複雑多様化する健康福祉ニーズに対する、地域を主体とした健康福祉施策の展

開を実行していく中で、職員体制と専門性の確保は不可欠な要素となります。 

市社協では、事業を推進するために必要な専任職員の確保とより高度な健康福

祉の専門性の確保のため、研修体系の確立並びに資格取得の支援について取り組みま

す。更に、その能力を組織的に発揮できる体制を確立していきます。 

 

 

 

市社協は、社会的な責任をもつ社会福祉法人として、適正な組織（法人）管理

体制が求められます。 

市社協では、法令遵守、適切な財務管理、サービス利用者に対する権利の保護、

財務諸表や事業内容の情報公開、個人情報の保護、リスクマネジメントなどの組織管

理、更には住民の満足度や充実度を視点とした事務・事業評価を実施するなど、他の 

社会福祉法人の見本となるような管理体制を確立するための取り組みを行います。 

施策４ 安定的な財務運営 

  

  

施策５ 事務所の確保 

  

  

施策６ 職員体制と専門性の確保 

  

  

施策７ 組織（法人）管理体制の確立 
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市社協は、「社会福祉を目的とする事業を経営する者」と「社会福祉に関する活動を行

う者」が参加する公益性の高い非営利・民間の福祉団体として、その使命と経営理念を

実現するために、以下のような視点を重視した組織運営を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
組組 織織 運運 営営 はは どど うう すす るる のの ？？   

次次 のの ４４ つつ のの 視視 点点 をを 重重 視視 しし たた 組組 織織 運運 営営 をを 行行 いい まま すす 。。   

市社協発展・強化計画 

 

１ 地域にひらかれた組織として、運営の透明性と中立性、公正さの

確保を図るとともに、情報公開や説明責任を果たします。 

２ 事業の展開にあたって、住民参加の徹底と職員の専門性を促進し

ます。 

３ 事業の効果測定やコスト把握などの事業評価を適切に行い、効果

的で効率的な自立した経営を行います。 

４ 全ての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守します。 

組織運営の４つの視点 
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市社協は、地域住民の個々のニーズに応え個々の生活を支えること、地域の健康福祉

課題の解決を図ることを目的に、必要な情報を収集し、そのニーズに必要なサービスを

検討し、地域や多様な組織・団体等と連携・協働しながら事業展開をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
組組 織織 とと しし てて 事事 業業 にに どど うう 取取 りり 組組 むむ のの ？？   

次次 のの 各各 部部 門門 のの 役役 割割 をを もも とと にに 事事 業業 のの 推推 進進 体体 制制 をを 確確 立立 しし まま すす 。。   

 

適切な法人運営や事業経営を行うとともに、総合的な企

画や各部門間の調整などを行い、市社協事業全体の管理

（マネジメント）業務や総合的かつ計画的な事業の執行に

あたります。 

法人運営部門 

 

住民参加型有償サービスをはじめ、多様なニーズに応じ

た在宅福祉サービスを提供します。利用者の立場に立った

高品質なサービスの提供に努め、サービスを通じて地域の

健康福祉課題を把握し、新たなサービスの開発につなぐな

ど、地域の健康福祉サービス水準の向上につながる市社

協らしい事業運営に努めます。 

在宅福祉サービス部門 

市社協発展・強化計画 

☆組織運営（理事会・評議員会・監

事会・会員増強等） 

☆財務管理 

☆人事管理 

☆総合的な企画や各部門間の調整 

 

☆在宅福祉サービス事業 

☆かしわ・ファミリー・サポート事業

☆配食サービス事業 

部   門 取り組む主な事業 

☆地域健康福祉活動計画の推進 

☆地区社協への支援 

☆ボランティア活動や市民活動支

援事業 

☆福祉教育の推進 

☆介護予防事業 

☆団体事務局（民生委員児童委員協

議会・老人クラブ連合会ほか） 

☆施設管理・経営（老人福祉センタ

ーほか） 

 

地域住民や多様な組織・団体等との連携・協働により、

地域の実情や社会情勢（介護予防・健康づくり等）に合致し

た健康福祉のまちづくりを展開し、計画的、総合的に地域

における健康福祉活動の推進に取り組みます。また、住民

参加や協働による助けあい支えあいのこころを育む事業を

展開し、地域における健康福祉活動推進の中核的な役割

を果たします。 

地域健康福祉活動部門 

☆総合相談事業 

☆福祉サービス利用援助事業 

☆資金貸付事業 

 

健康福祉サービス利用者や地域住民の立場に立ち、安

心して必要な健康福祉サービスの利用ができるための援助

や地域での自立生活支援に向けた相談支援活動、多様な

社会資源の情報提供・連絡調整を行います。 

健康福祉サービス利用支援部門
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１．計画のすすめ方は？ 

２．次のステップはどうなるの？

 

第４章

計画の推進にあたって

計画の推進にあたって 
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(※)ＰＤＣＡサイクルとは、

計画(Plan)をたて、それを実

行（Ｄo）し、実行の結果を

評価（Ｃheck）して更に、

計画の見直し(Ａction）を行

うという一連の流れをシム

テムとしてすすめていくこ

とです。 

第４章 計画の推進にあたって 
 

 

 

 

 

地域健康福祉活動計画（民間計画）を「絵に描いた餅」にしないために、計画づくり

に関わった地域や民間団体の方々をはじめ、市内で活動されるあらゆる人々、市社協や

行政の関係者、そして地域住民みんなが、サービスの受け手・送り手という考えを取り

払い、「助けあい」「支えあい」の精神のもとで、その推進の役割を担うことが重要です。 

そのために、これからみんなで「どんなことが必要で、何ができるか」ということを

考えてみます。 

まず、地域健康福祉活動計画（民間計画）を継続的に推進していくために、ＰＤＣＡ

サイクル（※）を取り入れていきます。（Ｐ）計画の詳細は第

１章から第３章でとりあげています。（Ｄ）実行は、「計画の

あらまし」で掲げた理想にもとづき協働によりすすめます。 

この章では、「（Ｃ）評価」と「（Ａ）見直し」について具体

的な内容をとりあげます。 

 

 
これをやってみよう 

 
◆地域健康福祉活動計画 
（地区別計画、民間協働推進計
画、社協発展・強化計画） 

これをやった 
 

 ◆地域、民間組織・団体等、
市社協、行政の協働による
取り組み 

 
そしてどうなった 

 
◆地区懇談会 
◆ｺﾐｭﾆﾃｨ・ブロックフォーラム
◆活動計画推進フォーラム 
◆地域健康福祉評価推進協議会

こう変えてみよう 
 

◆地域健康福祉活動計画 
策定・推進委員会 

◆民間協働推進会議による
見直し 

Plan 
（計画）

Do 
（実行） 

Check
（評価） 

Action
(見直し)

 計画のすすめ方は？ １ 
 

「「 計計 画画 」」「「 実実 行行 」」「「 評評 価価 」」「「 見見 直直 しし 」」とと いい うう 流流 れれ（（ ＰＰ ＤＤ ＣＣ ＡＡ ササ イイ クク

ルル ）） のの 中中 でで 、、 みみ んん なな でで 協協 働働 しし てて すす すす めめ まま すす 。。   

計画の推進にあたって 
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着実で継続的な計画をすすめるために、評価の方法を明確にしておくことが大切です。 

さまざまな活動主体が、互いに協働していくことを目指すこの計画では、活動の評価に

おいても、第三者評価とともに、自己評価と相互評価が大切です。 

自ら策定した行動計画を自ら評価し、その結果を公表し、それを各活動主体が互いに

理解することで、更に協働がすすむ効果が期待できます。 

そのためには、各活動主体が一堂に会して互いの行動計画の評価を公表し、協働を模

索する場の設定も必要になります。 

そこで、ここでは今後の取り組みを「案」としてとりあげ、関係者の今後の取り組み

に期待するものです。 

具体案としては、平成１７年度で終了した「ふれあいのまちづくり事業推進研修会」

を「（仮称）地域健康福祉活動計画推進フォーラム」に移行し、新たに市内３ブロック・

コミュニティによる「コミュニティ・ブロックフォーラム」の創設、また、地区別計画

づくりで行った全２４地区社協エリアの「地区懇談会」を継承し、下記により活動計画

の進行管理と評価を行うものです。 

(仮称)地域健康福祉活動計画推進フォーラムの開催 

計画推進フォーラム（市全域）は、各活動主体が構成員となる実行委員会によって運

営されます。 

各活動主体が自らの活動計画とその計画にもとづく活動の実績を点検した結果を公表

する場とし、計画の最終年度に開催します。 

そうした公表を通して活動主体同士が交流し、活動を理解し合い、お互いに足りない

部分を補い合うことが可能となり、互いの協働の関係づくりが一層深まることを目指し

ます。 

(仮称)コミュニティ・ブロックフォーラムの開催 

コミュニティ・ブロックフォーラムは、市の北部・中部・南部の各地域の住民や地域

団体、ＮＰＯや事業所などで健康福祉活動する人々が集まり、情報交換の場、 

新たな協働が生まれる場として、年１回開催します。 

評評価価のの方方法法はは？？  

地地 域域 やや 民民 間間 活活 動動 をを 中中 心心 とと しし たた 協協 働働 をを 目目 指指 すす ここ のの 計計 画画 でで はは 、、第第

三三 者者 評評 価価 とと とと もも にに 、、 自自 己己 評評 価価 とと 相相 互互 評評 価価 がが 大大 切切 でで すす 。。   

計画の推進にあたって 
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(仮称)地区懇談会の開催 

地区懇談会は、各地区の住民や地域団体、学校やさまざまな活動グループの方々が集

まり、２４地区社協エリア毎に自由に話し合う場として設定します。 

運営は、地区社協が主体となり、市社協がサポートします。 

地区懇談会は、年２回程度開催し、地区別計画の策定について検討する場であるとと

もに、地区別計画の評価を行う場でもあり、地区内の連携・協力関係が生まれる場です。 

地区懇談会の結果は、コミュニティ・ブロックフォーラムと計画推進フォーラムで発

表することとし、各地区同士や市全域で活動する団体等との連携・交流を図ります。 

第三者評価の推進 

地域健康福祉活動計画（民間計画）の推進にあたっては、地域健康福祉評価推進協議

会による第三者評価を実施します。 

特に市社協発展・強化計画については、同理事会と評議員会による内部評価とともに、

地域や民間活動への市社協の支援内容の詳細を第三者評価に委ねます。 

地域健康福祉活動計画推進フォーラム 

（計画最終年度に開催） 
・市内の活動主体（地区社協、ＮＰＯや事業所などの健康福祉関係団体、市社協や行

政など）が勢ぞろい 

・議題は「地域での活動報告」「活動計画の発表」「新たな協働（協力・連携）」など

市全域 

コミュニティ・ブロックフォーラム 

（年に１回開催） 
・地区社協ブロック連絡会単位で開催 

・市社協がサポート 

・議題は「地域での活動報告」「新たな協働（協力・連携）」

ブロック 

地区懇談会 

（年２回程度開催） 
・地区社協エリア単位で開催 

・地区社協が主体 

・議題は「地区別計画」「進行管理」「評

価」「新たな目標設定」など 

地 区 

計画の推進にあたって 

※「柏市地域健康福祉評価推進協議会」による第三者評価を実施。 

地区計画・民間協働推進計画の評価方法と手順 

ブ ロ ッ ク 内 で

活 動 す る 当 事

者団体・ＮＰＯ

や ボ ラ ン テ ィ

ア団体 

 

地 域 を 越 え て

活 動 す る 当 事

者団体・ＮＰＯ

や ボ ラ ン テ ィ

ア団体・企業等
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※１（仮称）民間協働推進会議 

同計画策定に先立ち行われた動向調査に参加し、地域の健康福祉のネットワ

ークづくりに賛同する市内の各種団体や企業で構成された連絡調整会議。 

※２（仮称）地域健康福祉活動計画策定・推進委員会 

計画の策定を行った「ふれあいのまちづくり推進会（計画策定委員会）」の

再編による同計画の進行管理並びに評価を継続的に行うための住民組織。年

４回程度の会議を実施する。 

 

 

 

 

計画の見直しは、継続的に進化していくために必要な取り組みです。 

計画段階では予想できなかったこと、うまくいかなかったことの反省、新たな協働を

盛り込んだ活動など、随時取り込むことによりいつも新しく、いきいきとした計画にな

ります。 

この計画の期間は、地域健康福祉計画（行政計画）の最終年度にあわせ、平成２０年

度までの３年間ですが、同計画との整合性を図り、より積極的な協働を推進するため、

計画初年度からの見直しを行います。 

地区別計画・民間協働推進計画の見直し 

地域・民間団体の協働に向けた継続的な取り組みをすすめるため、年１回開催される

「（仮称）コミュニティ・ブロックフォーラム」と年２回程度開催される「（仮称）地区

懇談会」で、地区別計画と民間協働推進計画による取り組み実績の評価を行うとともに、

それぞれの計画の見直しを行います。 

特に、民間協働推進計画の評価と見直しでは、ボランティアやＮＰＯ法人、事業所や

活動団体など、市内の健康福祉活動関係団体による（仮称）民間協働推進会議（※１）

を設置し、その推進に努めます。 

地域健康福祉活動計画（民間計画）全体の見直し 

これら毎年行われる評価をふまえ、(仮称)地域健康福祉活動計画策定・推進委員会 

（※２)では、市社協発展・強化計画を含めた地域健康福祉活動計画（民間計画）の進捗状

況の把握と見直しへの提言を行い、住民に公開します。 

また、同計画は、計画最終年度に行われる計画推進フォーラムによる評価をふまえ、

計画全体の見直しを行い、住民に公開します。 

見見 直直 しし のの 方方 法法 はは ？？   

自自 己己 評評 価価・・相相 互互 評評 価価 のの 結結 果果 をを ふふ まま ええ てて 、、(仮称)地域健康福祉

活動計画策定・推進委員会が最終見直しを行います。   

計画の推進にあたって 
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地域健康福祉活動計画（民間計画）は、市社協が中心となり、地域や他の民間団体と

協力して策定しています。そのねらいは、協働をテーマに現在の活動を基本から問い直

し、あらためて活動や事業の体系づくりに取り組み、住民・団体の新たな連携活動をす

すめることで、協働による健康福祉のまちづくりのしくみを見い出すものです。 

地域活動は 

地区社協が、プラットフォームの役割を担っていきます。 

民間活動は 

市社協が、プラットフォームのしかけを模索し、民間活動を支援していきます。 

市社協は 

市社協自らが、プラットフォームとなることを目指します。 

また、地域や他の民間組織・団体等によるプラットフォームのしくみづくりへの支援・

ノウハウの提供をしていきます。 

その他、次期計画の策定に向けた重要事務事業として、下記の項目に取り組みます。 

◍ インターネットによる活動計画評価システムの構築と活用 

◍ 行政＆民間計画の合同策定検討会の設置 

次期計画は 

このような取り組みをふまえて、次期計画（平成２１年～２５年）は、民間計画と行

政計画が一体となり、健康福祉のまちづくりをみんなの思いとして定着させる具体的な

取り組みを位置づけるものにしたいと考えています。（協働の具現化） 

 

 次のステップは？ ２ 

そして３年後・・・ 

みんなの夢がひとつになる！ 

 
計画のテーマとなった「活動目標や指針の作成、協働の可能性や発見」か

ら、地域と民間（市社協を含む）そして行政が一体となった具体的な取り

組みや活動がスタートします。 

計画の推進にあたって 
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１．計画策定の経緯 

２．計画策定委員会委員一覧 

３．別冊資料の活用方法 

資料
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地域健康福祉計画（行政計画）の策定をふまえた、地域における健康福祉のしくみづ

くりや実践活動が、モデル地区の取り組みを通して平成 15年度から展開されています。 

 この取り組みをもとに、平成 17 年度から、市全域を対象にした地区別計画づくりが 

進められ、併せて「民間における協働の推進」と「市社協の発展・強化」の考え方を盛 

り込んだ「地域健康福祉活動計画（民間計画）」が策定されました。 

 

計画策定に関わるモデル地区の取り組み 
年 月 

西原地区 南部地区 

15 6   南部地区保健福祉関係者懇談会の開催 
・地域づくり懇談会（グループワーク）ほか

  8 第 1 回西原地域ふれあい研修会の開催 
・地域づくり懇談会（グループワーク）、ま
 ちづくり講演会ほか 

  

16 1 市民まちづくり講座の開催   

  計画策定のための地区懇談会の開催 地域福祉懇談会の開催 
・地区社協活動に関する町会関係者への説明

  

4 

  モデル地区住民との懇談会の開催 
・地区社協役員による意見交換 

  5   モデル地区住民との懇談会の開催 
・障がい者団体等による意見交換 

  6   南部地区懇談会の開催 
・町会単位のグループワーク 

  9 第２回西原地域ふれあい研修会の開催 
・活動事例発表・地域づくり懇談会ほか 

  

  10   福祉講座の開催 
・活動事例報告ほか 

17 1 西原地区民児協と健康づくり合同会議の開
催 
・地域づくり懇談会ほか 

  

  2 西原地区ヒアリングの実施 
・中学生、子ども会、介護者、老人クラブ、
 障がい者へのグループインタビュー 

南部地区ヒアリングの実施 
・中学生、子ども会、介護者、老人クラブ、
 障がい者へのグループインタビュー 

3 
 

第３回西原地域ふれあい研修会の開催 
・活動事例報告、地域づくり懇談会ほか 

南部地区懇談会の開催 
・活動事例報告、グループワークほか 

  

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 2～3 月 
全市域対象「地域福祉関係者アンケート」の実施 
旧柏市地区社協（19 地区）の運営委員を対象にした地域健康福祉活動の現状把握と課題
の抽出。 
※平成 17 年 3 月 28 日に、柏市と沼南町が合併し、地区社協が 24 地区となっている。

１ 計画策定の経緯 

◆実践活動の展開 

  研修会や懇談会を通して、身近な町会

単位での健康福祉活動が展開されました。

◇世代間交流、高齢者のふれあいの場づく

  り、 町会単位の健康福祉活動など 

◆実践活動の展開  

   懇談会を通して、身近な町会単位や地区

社協での健康福祉活動が展開されました。

◇ふれあいサロン、日常生活支援、防犯、

  声かけ・見守り、世代間交流など 
◇ふれあい喫茶 
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 年 月 計画策定の経緯 

17 6 地域健康福祉活動計画策定委員会の設置 
・ふれあいのまちづくり推進会において趣旨説明を行い、同会を計画策定委員会に移行。 

    地区懇談会の共催を地区社協連絡会議で依頼 
・地区のまとめ役として、24 地区社協に共催を依頼。 

  7 「地区懇談会」に関する第 1 回関係各課調整会議の開催 

    地区懇談会の開始 
・24 地区社協エリア（モデル 2地区は活動報告をもとにヒアリング）で、各地区計 4回を目

標に懇談会がスタート。 

  8 第 2 回地域健康福祉活動計画策定委員会の開催 

    「地区懇談会」に関するワークショップ職員研修会の開催 

  9 「地区懇談会」に関する第 2 回行政連絡調整会議の開催 

  10 第 3 回地域健康福祉活動計画策定委員会の開催 

    「地区懇談会」に関する保健福祉総務課との連絡調整会議の開催 

    地区懇談会の開催状況を地区社協連絡会議で報告 

    民間協働推進計画策定のための「民間活動に関する地域健康福祉活動調査」の実施 
・10 月～11 月に、市内 582 団体にアンケート（業種別）を送付 

  11 「地区懇談会」に関する第 3 回行政連絡調整会議の開催 

  12 ふれあいのまちづくり事業推進研修会で計画の策定状況を PR 

    市社協発展・強化計画策定のための市社協担当ヒアリングの実施 

18 1 第 4 回地域健康福祉活動計画策定委員会の開催 

    「計画素案」に関する第 4 回行政連絡調整会議の開催 

  2 第 5 回地域健康福祉活動計画策定委員会の開催 

    「計画素案」を地区社協連絡会議で報告 

    「計画素案」に関する市社協理事会専門委員会の開催 

  3 地区懇談会の終了 
・24 地区社協エリア（モデル 2地区は活動報告をもとにヒアリング）で行われた懇談内容の
 最終確認が終了。 

    「計画素案」に関する市社協評議員会専門委員会の開催 

    「計画成案」に関する第 5 回行政連絡調整会議の開催 

    第 6 回柏市地域健康福祉活動計画策定委員会の開催 

    市社協理事会で承認 

    市社協評議員会で承認 
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計画策定スケジュール 

項目 

年月 

理事会・

評議員会
計画策定委員会 作業部会 行政連絡会 地区懇談会 

17 

年 
６月   第１回 提案 

課題の抽出 

  

現況調査 

  ７月 報告       調整   

  ８月   第２回 課題整理 

課題の整理・分析

  

２４地区別懇談

会（モデル２地

区はヒアリング

でまとめ） 

  ９月 報告       調整 

 

  10 月   第３回 基本・指針     

  

  11 月         調整 

  

  12 月       

素案づくり 

  

  

18 

年 
１月 報告 第４回 素案検討   調整 

  

  ２月 報告 第５回 素案検討 

成案づくり 

  

  

  ３月 承認 第６回 最終確認 印刷製本 最終調整 活動指針作成 
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地区懇談会の開催結果一覧 
※ 参 加 者 人 数 は 、 地 域 住 民 、 市 社 協 ・ 行 政 職 員 の 総 数  

第１回 第２回 第３回 第４回 
NO 地区名 

（課題の発見） 
参加者

（課題の解決方法）
参加者

（活動の指針）
参加者 

（まとめ） 
参加者

１ 柏 中 央 地 区 ８月 ４日 １５  ９月２８日 ２３ １０月３１日 １８ ２月 ８日 １０

２ 新 田 原 地 区 ８月 ８日 １５    ９月 ７日 ３０ １０月２６日 ２５  １月１８日 １３

３ 永 楽 台 地 区 ７月２９日 １６ １０月１２日 ３１ １１月１２日 ３０  ２月２２日 １２

４ 富 里 地 区 ７月２９日 １６  ８月２９日 ２３ １０月 ８日 ２１ １２月１０日 １６

５ 豊四季台西地区  ９月   ８日 １２ １１月 ９日 ２１ １２月 ６日 ２４  ２月１３日 １３

６ 豊 四 季 台 地 区 ７月２８日 １９  ９月２０日 ３２ １０月 ６日 ３１  ２月 ９日 １４

７ 旭 町 地 区 ８月１０日 １３  ９月２６日 ２１ １１月２９日 １８  １月２３日 １２

８ 新 富 地 区 ７月２９日 １８  ９月 ３日 ３５  ９月２６日 ２９  ２月２３日 １５

９ 高 田 地 区 ８月２７日 １５  ９月１７日 ２２ １２月１０日 ２１  ２月１９日 １１

１０ 松 葉 地 区 ９月１０日 １６  ９月２４日 ３０ １１月 ５日 ２０  ２月２５日 ９ 

１１ 田 中 地 区 ８月 ６日 １７  ９月１７日 ２８ １１月１２日 ２２  ２月１２日 １０

１２ 西 原 地 区   平成１５～１６年度のモデル地区として実施済。 

１３ 富 勢 地 区 ７月２６日 １７  ８月３０日 37  ９月２９日 ３１ １０月２７日 １４

１４ 土 地 区 ７月２９日 １９  ９月３０日 39 １１月２４日 ３０  １月１８日 １４

１５ 藤 心 地 区 ７月３１日 １９  ９月１１日 34 １０月２３日 ２８  １月２２日 １５

１６ 光 ヶ 丘 地 区 ７月２４日 １６  ９月２８日 26 １２月２６日 ２７  ２月１０日 １１

１７ 南 光 ヶ 丘 地 区 ８月２０日 １５ １１月２３日 36  １月２９日 ２６  ３月１２日 １１

１８ 酒 井 根 地 区 ８月 ５日 １７  ９月１８日 24 １１月３０日 ２６  ２月２２日 １１

１９ 南 部 地 区   平成１５～１６年度のモデル地区として実施済。 

２０ 大 津 ヶ 丘 地 区 ８月２１日 １６ １０月 ３日 31 １１月 ２日 ２６  ２月 １日 １３

２１ 風 早 北 部 地 区 ７月２９日 １６  ９月 ８日 32 １１月１４日 １６  ２月２１日 １２

２２ 風 早 南 部 地 区  ８月 ６日 １３  ９月 ３日 25  ９月１７日 １６  １月２８日 １１

２３ 高 柳 地 区  ８月 ６日 １８ １０月 １日 24 １２月 ３日 ２７  １月２８日 １３

２４ 手 賀 地 区 ９月２８日 １５ １０月２５日 33 １１月２２日 ３１  ２月２１日 １０

１回目と４回目の懇談会の様子 ２回目と３回目は、グループ毎にワークショップ！ 
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地域資源の把握

12
月 

６

月 

７

月 

地区別計画

地区別ヒアリング

地域課題・指針
の整理  

住民ワークショップ

ﾋｱﾘﾝｸﾞｼｰﾄ
作成 

H16ｱﾝｹｰﾄ
分析 

相関図の
作成

ﾜｰｸ・ｼｮｯﾌﾟ
進行ﾏﾆｭｱﾙ
の作成 

HPによる
意見収集
（補完） 

職員研修会

個別シート 
整理 

事 務 事 業
調査 

チェック項目の
洗出し 

シート素案づくり

作 業 説 明

個別シート作成

ｸﾞﾙｰﾌﾟ別討議

全 体 討 議

シート整理 

局長・課長 
出席 
意見等プラ 
ス＠ 

課別のまとめ 

作業ﾏﾆｭｱﾙ

作成 

市社協発展・

強化計画 

活 動 デ ー タ
収集整理 

活用データの
洗出し 

データ収集

関係団体ヒアリング

シート整理

データ整理

不足ﾃﾞｰﾀ 
ﾁｪｯｸ 

調査シート作成

民間協働推進

計画

基礎データ作成の流れ 

計画素案づくり

計画成案づくり 

１

月 

３

月 
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 柏市地域健康福祉活動計画策定委員会 

委員一覧 
 

委員長：満 島 正 子  副委員長：森  佐 知 子 

                     平成１７年６月１０日現在 

№ 氏 名 選 出 区 分 
主体別計画ワーキン
グ・グループ 

1 野 口 精 治 西原地区社会福祉協議会 地区別計画 

2 川 口 茂 春 新富地区社会福祉協議会 市社協発展・強化計画 

3 佐 藤 幸 記 南部地区社会福祉協議会 地区別計画 

4 平 井 加代子 アイリス新柏在宅介護支援センター 市社協発展・強化計画 

5 森   佐知子 柏市ボランティア連絡協議会 地区別計画 

6 森 橋 留 吉 柏市老人クラブ連合会 民間協働推進計画 

７ 満 島 正 子 学識経験者 民間協働推進計画 

8 米 本 眞 子 柏市民生委員児童委員協議会 地区別計画 

9 西 堀 雄 一 柏市青少年相談員連絡協議会 地区別計画 

10 妹 尾 桂 子 柏市民健康づくり推進員連絡協議会 市社協発展・強化計画 

11 坂 本 る み (株)ルミテック 市社協発展・強化計画 

12 西 脇 理知子 柏市肢体不自由児(者)を育てる会 民間協働推進計画 

13 猪 早 恵美子 NPO 法人「笑実里」 民間協働推進計画 

14 鈴 木 五 郎 国際医療福祉大学 市社協発展・強化計画 

15 花 香 健 司 柏市立高柳中学校 民間協働推進計画 

16 野 口 俊 信 NPO 法人「いしずえ」 民間協働推進計画 

17 笠 松 廣 章 柏市市民活動推進課 地区別計画 

                             ※敬称略、順不同 

 ２ 
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 ◆地区別計画書 
 

地区別計画は、２４地区社協エリアで健康福祉活動をすすめる

住民みんなの行動計画です。地区の課題をふまえた今後３年間

の地区毎の目標が描かれています。 
◍ 地区社協で・・・町会・自治会・区等で・・・地区  
別計画を参考にできることからはじめよう！ 

◍ 地区活動マップは、毎年更新！ 
 地域活動の情報ツールとして・・・ 
◍ 福祉施設や社会貢献を考える企業のみなさんと地  

域とのつながりをもつきっかけづくりに・・・ 

              
 
 
 ◆民間活動に関する地域健康福祉活動調査報告書 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ３ 別冊資料の活用方法 
こんなときに使ってもらえ

たら・・・ 

「民間活動に関する地域健康福祉活動調査報告書」は、調査を

行った団体の種別ごとに、いただいた意見から、現状、課題を

まとめています。 
◍「私はこの活動向いてないのかなぁ？」と思ったとき 
◍「世の中もっと変わらなくちゃ？けど、こんなことを考えて

いるのは自分だけかなあ」と思ったとき 
◍「頑張ってきた活動をもっと広げたい」と思ったとき 
◍「どうして周りは理解してくれないんだろう？」と 
思ったとき 

計画書や報告書を見て、こんな意見や考え方を持っているところと「一緒に活動したい！」

「こんな情報もあるのに！」と思ったら、市社協に連絡してください。  
みんなで協働の場「プラットフォーム」を広げていきましょう。 
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